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はじめに

　『マダム・クリザンテーム1』（Madαme　Chr　ysαnthbme，1887）は，ピエール・ロティ（Pierre

Loti，1850－1923）が1885年に海軍士官として日本の長崎に寄港し，滞在したときのことを題材

に作られた作品であり，作中には日本や日本人に関する描写が多く見受けられる。先行研究では，

主に，日本人の容姿や態度が動物や骨董品などに結びつけられていること2，日本の景色や日本

そのものが人工的と形容されていること3，また日本人や日本が小さいと形容されていることや

本質が欠如していると表現されていることなどが注目され4，日本や日本人に関する，これらの

表現に対して，色々な見解が提出されてきた。

　これらの見解は作者ロティに重点を置いたものが多く5，次の二っに分けることができる。一

っは，ロティがさまざまな理由から日本と向き合わず，真の日本の姿を隠蔽しているという見解

である。もう一っは，ロティが現実の日本の存在そのものを認めず，フィクショナルな世界を

作り上げているというもので，表現の表層性に価値を認めるものである。

　初めに述べたように，作者は実際に日本に滞在したときのことを題材にして，この作品を仕上

げているし，第三章では，「私」がクリザンテームに出会う前に，既に彼女を知っていると読み

取れる箇所もあるので6，作品と作者を結びつけて考察することは有効だ。だが，両者を一旦切

り離すことで，何かが見出せる可能性もある。そこで，作中の「私」に注目して，もう一度分析

を試みたい。先行研究で主に取り上げられた表現の中に，日本人の容姿や動作が動物などに結び

っけられているものがあったが，そのうち，クリザンテームの容姿や動作を「猫」に結びっけた

箇所に，特に着目することにする7。無論，日本人が「猫」に結びっけられるとき，その対象は

クリザンテームのみとは限らない。クリザンテームの動作が「猫」に喩えられている箇所が四つ

挙げられる一方で8，日本人の剣道をする姿が「猫」に喩えられている箇所もある9。また，クリ

ザンテームの目を表現するときに「猫」が使われる箇所が一っあるが1°，「私」が日本で結婚す

るときの理想の日本女性像，ジャルダン・デ・フルールの芸者，祭りに向かうムスメたちの目に

も使われることがある11。

　このように，クリザンテームだけでなく，他の日本人も「猫」に結びっけられる箇所が見受け

られるが，クリザンテームを「猫」に結びつけた箇所に絞ると，その表現に隠蔽性を確認できる

一方で，表層性は認め難い。代わりに，表現自体で彼女の内面を表すという新しい性質を「猫」

に認めることができる。すなわち，「猫」は，隠蔽性と表出性の二重性を兼ね備えていることに
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なるのである。

　本稿では，まず，ロティに重点を置いた，表現に対する2種類の見解を紹介した上で，「私」

に焦点を絞って考察する。クリザンテームの容姿や態度が「猫」に結びっけられている箇所を取

り上げ，そこから読み解くことができるクリザンテーム像がどのようなものなのか分析し，「猫」

の二重の機能を確認する。

1．先行研究

1－1．隠蔽性

　作家ロティは『マダム・クリザンテーム』以前にも，『アジヤデ』（A2iyαd6，1879）や『ロティ

の結婚』（Le　Mαriαge　dq　Loti，1880）のように，海軍の軍人として足を踏み入れた土地を舞台

にした作品を生み出している。それらはそうした背景と深く結びついていて12，『マダム・クリ

ザンテーム』も同様である。ロティが海軍士官として日本の長崎に寄港したこと，そしてその滞

在を基に作品を完成させたことに着目し，この作品に彼の日本や日本人に対するコロニアルな眼

差しが見て取れると度々指摘されてきだ3。コロニアルな眼差しとは，フランスから海軍士官と

して来日した彼が，外国の軍人を迎える日本や日本人に対して不均衡な力を行使していることを

示す。例えば，ジェラール・シアリーは，次の箇所を例に挙げている14。

Presque　mignonnes，　je　vous　l’accorde，　vous　l’6tes，－Aforce　de　dr61erie，　de　mains

d61icates，　de　pieds　en　miniature；mais　laides，　en　somme，　et　puis　ridiculement　petites，　un

air　bibelot　d’6tagbre，　un　air　ouistiti，　un　air　je　ne　sais　quoi．．．15

あなたたちはかわいいにはかわいい，と私は認めてはいる。一とてもおどけていて，きゃしゃ

な手をしていて，小さい足をしているから。でも，結局は醜い。おまけに滑稽なほど小さい。

棚に置かれた骨董品のような，ウィスティティ（中南米産の長い尾をもっ樹上性の小型サル）

のような，何ともいえない顔をしている。

ここでは，ジャルダン・デ・フルールの女中たちが骨董品やウィスティティに喩えられていて，

異国のオブジェとして捉えられている。ロティは相手に人格を認めておらず，コロニアルな視点

から相手を観察しているといえる。これ以外にも，日本人の容姿や態度が骨董品や動物に結びっ

けられる箇所は数多く見受けられ，また，この置き換え以外の表現に着眼しても，ロティが相手

と対等な立場には立っていないと論じられてきた。彼の海軍士官としてのコロニアルな視点が，

作品における日本や日本人に関する表現に影響を与え，日本の真の姿を隠蔽してしまっていると

いえる。

　一方，この作品には，ロティが日本や日本人を理解していないこと，あるいは異質さを感じな

がらも理解しようと試みるが，結局できなかったことが読み取れるという指摘も度々されてきた16。

例えば，川本皓嗣は，葬列に加わっている日本人が笑みを浮かべながら歩いていく場面などを取

り上げ17，ロティの死生観と結びつけて分析している18。死におびえ，永遠なるものに憧れを抱
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いていたロティにとって，このような日本人の態度は到底理解できるものではなく，それが「日

本や日本人は本質が欠如している」などの表現にっながったというものだ。川本によれば，この

理解不能性はロティに強い不安を与え，同じく彼の不安を指摘した内藤高も，彼が日本で自分の

優位性を脅かされる不安から，日本人を動物などに喩えていると分析している19。ロティの日本

への無理解や不安が，作品における日本や日本人に関する表現に影響を与えており，日本の真の

姿を隠蔽してしまっているといえる。ロティは日本を理解することができなかったが，適切に観

察して証言しているという見方もある2°。日本や日本人に関する表現は現実そのものであり，隠

蔽性がないということだが，無理解が根底にある以上，日本の真の姿を隠してしまっていること

には変わりないだろう。

　以上の見解の他に，ロティの私生活に注目したものもある。彼は1885年の夏に日本に滞在した

後，翌年，帰国し，母親の勧めでフランス人の女性と結婚している21。この結婚が彼の望んだも

のではない上に，結婚した翌年には周囲が待ち望んだ子どもが死産し，妻も病に倒れたことで，

家庭は非常に暗い雰囲気に包まれる。この時期に『マダム・クリザンテーム』が執筆されたこと

がアラン・ケラ＝ヴィレジェによって指摘されているが22，ブリュノ・ヴェルシエは，この憂匿

な結婚生活が，日本人を動物に喩えるなどの否定的な描かれ方に反映されていると述べている23。

彼は，ロティがアラブ風に改装した自宅の一室で『マダム・クリザンテーム』を執筆しているこ

とや，執筆後にアジヤデの墓を探しにイスタンブールへ向かったことにも触れ，来日前にトルコ

で出会ったアジヤデへの深い想いが，クリザンテームを始めとする日本人や日本を魅力ないもの

に仕立て上げているとも考察している24。

　ところで，ロティは自身の小柄な体型に劣等感を抱いていて，そのコンプレックスは相当なも

のだった25。田中森恵は，日本人と彼の姿が一致することや，日本でもフランスと同様に女性ば

かりの家庭環境であることから，彼にとって日本は異国であるにもかかわらず，脱出したかった

「家」を想起させると分析している26。海軍軍医の兄を除けば唯一の男の子である彼は，多いと

きには母親や姉を初めとする7人の女性たちに囲まれ，過保護に育てられていた27。次第に故郷

や実家から離れたいという想いが募り，彼は海軍に入隊してさまざまな異国の地を訪れようになっ

た。脱出したかった「家」との類似を意識させる日本に対する嫌悪感が作品に影響している一方

で，望郷の念や，「異邦人」としての自分のアイデンティティーを守りたいという複雑な思いが，

日本の景色を人工的と形容するなどの表現にっながったというのである28。

　以上のように，ロティが日本と正面から向き合っておらず，その表現も日本の真の姿を隠蔽す

る方向に作用していることは，さまざまな角度から示されてきたのである。

1－2．表層性

　『マダム・クリザンテーム』が出版された当時，フランスでは日本芸術が，大変流行していた29。

ジェラール・シァリーは，そのような背景に着目し，当時のヨーロッパ人が認識していた日本芸

術がこの作品に反映されていると指摘している3°。例えば，和田章男が例に挙げているように31，

日本人の容姿などが骨董品に結びっけられていることは，当時のフランスに大量に流出していた

日本の骨董品が影響していると考えることができる。ロティは現実の日本の存在を認めず，この

ような表現を使って，日本芸術による日本のイメージを模倣しているのである。彼は単にそのイ
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メージと戯れているに過ぎず，表現に深層はない。そして，彼は表現のこの表層性にこそ価値を

認めているということになる。

　一方，この作品を記号論的視点から読み解く論考もある32。スザンヌ・ラフォンは，例えば以

下の箇所を引用して分析している33。

Toute　cette　nature　exub6rante　et　fraiche　portait　en　elle－m6me　une　6tranget6　japonaise；

cela　r6sidait　dans　je　ne　sais　quoi　de　bizarre　qu’avaient　les　cimes　des　montagnes　et，　si　1’on

pgut　dire，　dans　1’invraisemblance　de　certaines　choses　trop　jolies．　Des　arbres

s’arrangeaient　en　bouquets，　avec　la　m6me　grace　pr6cieuse　qtie　sur　les　plateaux　de　laque．

De　grands　rochers　surgissaient　tout　debout，　dans　des　poses　exag6r6es，　a　c6t6　de

mamelons　aux　formes　douces，　couverts　de　pelouses　tendres：des　616ments　disparates　de

paysage　se　trouvaient　rapproch6s，　comme　dalls　les　sites　artificiels34．

　この豊富で新鮮な自然全体は，それ自体で日本の異様さをもっていた。それは，私にはわ

からないが，山の頂きの奇妙さにあった。あるいは，いくっかのあまりに綺麗すぎるものが

本当らしくないことにあったと言える。木々は漆塗りの盆に描いてあるのと同じく優雅で，

花束のように束ねられていた。大きな岩々が，淡い色の芝に覆われた，緩やかな形状の円い

山と並んで，厳めしくそびえ立っていた。っまり，風景の不調和な要素が，人工的な景観の

中であるかのように寄り集まっていたのだ。

この箇所では，景色が操作されているとラフォンが主張するように，花束のように整えられた木々

が生い茂り，対照的な姿の岩と山が共存し，日本の景色は自然ではない。それぞれが現実味に欠

け，日本の景色は単なる記号によって組み立てられているといえる。彼女によれば，他の箇所に

関しても，日本や日本人に関する表現には指示する意味が存在せず，表面的であることから，こ

の作品は記号の寄せ集めであり，ロティは現実の日本の存在を認めず，自立した表層の世界を形

成していることになる。

　ロティが現実の日本の存在そのものを認めず，フィクショナルな世界を作り上げているという

見解は，日本美術の影響を受けたこと，日本を記号の国として捉えたことによって示され，確か

に一定の説得力がある。

2．「猫」から読み解くクリザンテーム像

2・－1．隠蔽

　前節では，『マダム・クリザンテーム』における日本や日本人に関する表現に隠蔽性を認める

見解と，表現の表層性に価値を認める見解があることを紹介し，双方にそれなりの説得力がある

ことを確認した。けれども，作者ロティに重点を置いた分析が多かった。以下では，「私」に重

点を置いた場合も同様のことがいえるのか分析する。　　　　　1

　まず，先行研究で確認された隠蔽性はあてはまるのだろうか。先行研究では，ロティが海軍士

（34）



隠蔽と表出

官として長崎に寄港して，その滞在を題材にして『マダム・クリザンテーム』を完成させたこと

に着目し，コロニアルな視点が表現に影響していると考察されていた。「私」に重点を置いた場

合も，「私」がロティと同様に海軍士官として長崎の地に下り立っていることから，コロニアル

な視点があることや，それが表現に影響していることは否定できない。ロティの私生活に着目し

た見解にっいては，これを「私」にあてはめることは当然ながら不可能である。ロティにとって

日本が理解不能な存在で，彼に不安を抱かせることに関しても同様だが，作中の「私」が日本に

理解不能性や不安を感じていないのか，「私」の言動や，その周囲の表現の変化を追って検討す

る必要はあるだろう。だが，コロニアルな視点をもっていることは，作者ロティと「私」に共通

しており，「私」もロティと同じ隠蔽を行っているといえる。

2－2．表出

　このように「私」に重点を置いた場合も，表現に隠蔽性を認めることができ，例えばクリザン

テームに関する表現には，彼女を卑小な存在のイメージに葬る性質があるといえる。だが，表層

性に関しては，クリザンテームの容姿や動作が「猫」に結びっけられた，五っの箇所から検討す

ると，そのような指摘はあてはめ難い。

　第一の箇所は，ある晩，「私」と一緒に寝ていたクリザンテームが物音を聞きっけて「ネズミ」

と叫ぶと，「私」がトルコで出会った女性を思い出し，ベランダへ行ってしまう場面にある。

Avec　une　c合linerie　de　petit⊆h旦主，　elle　coula　vers　moi　ses　yeux　brid6s，　me　demandant

pourquoi　je　ne　vellais　pas　dormir，－et　je　retournai　me　coucher　auprさs　d’elless．

小猫が甘える様子で，彼女はなぜ眠りに来ないのか私に催促しながら，切れ長の目を私に向

けた。一それで，私は彼女のそばに寝に戻った。

ここでは，彼女が「私」を寝床に引き戻そうと甘える姿が，「猫」に結びっけられている。第二

の箇所では，夜中にクリザンテームがキセルをふかすために身を起こすときに，あくびをする姿

が「猫」に結びっけられているSS。明示されてはいないが，寝床で構わずにキセルを煙草盆の縁

に打ちっけて音を立てることは，暗に「私」を誘っていると読むことができる。

　第三と第四の箇所は共に，雨が降る夜，「私」とクリザンテームとイヴが，茶屋から家へ戻る

場面にある37。第三の方は，提灯を買おうとして三人で立ち寄った店で，クリザンテームが手で

隠そうともせずに，続けさまにあくびをしている姿が「猫」に結びっけられている。その直後に

は，彼女は大降りの雨の中，これから登らなければならない急な坂のことを考えて，非常に不満

そうな顔をする。家に向かって再び出発しようとすると，クリザンテームはさらに「猫」のよう

にあくびをしたあと，甘えて「私」の腕を取ろうとし，結局，「私」はイヴに彼女を任すことに

なる。この箇所からは，彼女が異性にねだっている姿が見て取れる。

　最後の箇所は，ある晩，就寝中に物音がして，クリザンテームが「私」を起こして，その原因

を調べてもらう場面にある％「私」の後ろで震えながら「私」に物音の原因を調べてもらって

いる，彼女の丸くなった目が，おびえた「猫」に結びっけられている。クリザンテームが「猫」
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に結びっけられている箇所は，彼女が異性に何かを求めている傾向があることが確認でき，異性

に甘える，主体的な一面を彼女に見出すことができる。

　「猫」は，作中，〈《chat）〉と表現されることもく＜chatte＞）と表現されることもある。両者の違

いに着目すると，異性を裏切る，別の主体的な彼女の一面も読み取れる。上で挙げた第一の箇所

では《《chat）〉が，第二の箇所では《〈chatte》〉が用いられている。第一の箇所以前にも，イヴに

見出されたクリザンテームが「私」と結婚することになる場面や39，イヴがクリザンテームをか

わいらしいと断言する場面があるが4°，第一と第二の箇所の間には，クリザンテームとイヴの距

離が近くなる場面が一層増える。クリザンテームがイヴに近づいて射撃を教えたり41，二人がオ

ユキも含めて戯れたり42，遠回りにもかかわらずイヴが彼女をわざわざ家まで見送り，その別れ

際に彼女の手に触れる場面があるes。さらに，イヴがクリザンテームに好意を寄せていると「私」

が思う場面もある㌔すなわち，クリザンテームとイヴの距離が近づくと，《〈chat））が《《chatte》〉

に変わっているのだ。実際第三の箇所の《《chat＞）と，第四の箇所の《《chatte）〉を比較してみ

ても，《chatte》》が用いられる後者で，．クリザンテームがイヴに寄りかかる動作が描かれている。

《《chat》）とく《chatte）》の違いに着眼すると，「私」を裏切り，他の異性の方へ向かっていく，主

体的な一面を彼女に見出すことができるのである。そもそも，〈《chatte）〉は，雄猫の《《chat＞＞

に対して雌猫を意味するだけでなく，セクシュアルな意味があることを考慮すれば，なおさら，

クリザンテームのこの一面は強まることになる。

　文学において，「猫」という言葉はしばしば女性を象徴し，気ままに行動したり相手を裏切る

存在として使われる。「私」に視点を置いた場合に「猫」から読み取れるクリザンテームの主体

性も，彼女の現実を示している可能性があり，現実の日本の存在そのものを認あない表層性を

「猫」に認めることは難しい。代わりに，表現自体の力で彼女の内面を表すという新しい性質を

見出すことできる。言い換えれば，「猫」は，クリザンテームを卑小な存在のイメージに隠蔽す

る性質と，異性に対して主体的に働きかける彼女の一面を表出してしまう性質の，二重の性質を

兼ね備えているのである。

おわりに

　本稿では，「私」に重点を置き，クリザンテームの容姿や態度と結びっけられている「猫」に

着目すると，その表現に隠蔽性と表出性を同時に認め得ることを確認した。表出性によって見出

されたクリザンテームの一面は，非常に主体的なものだったが，彼女はいかなるときに主体性を

奪われ，いかなるときに取り戻すのだろうか。

　『マダム・クリザンテーム』に，三角関係が読み取れることは度々指摘されてきた45。その三

角関係の形は研究者によって様々だが，小川さくえの著書では，「私」が，クリザンテームとイ

ヴとの間に抱いた疑念と，彼女に感じた愛情の欠如がクリザンテームの描写に影響を及ぼしてい

ると考察されている46。クリザンテームに結びつけられる「猫」という表現も，この三角関係に

影響を受けていた。クリザンテームと「私」との距離が遠のき，彼女とイヴとの距離が近づくと，

《chat》〉がく＜chatte＞＞に変わり，彼女の主体性が強まった。

　クリザンテームに結びっけられる「猫」以外の表現にも着目し，それが「私」と彼女の関係の
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変化に沿って，どのように変わるのか，あるいは変わらないのかを追うことは，彼女の主体性の

境界に近づくための，ひとっの手段になるだろう。また，クリザンテームに関する表現は，日本

や日本人に関するものと重なるものもあるゆえ，

らない。

日本の表象という主題への目配りも忘れてはな
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